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5-1 決算書 

 

【決算（K）】－【決算書（1）】 

日常の仕訳データから法人の決算書を作成します。勘定式、報告式、2 期比較から種類を選択して

印刷します。また、株主資本等変動計算書や個別注記表、監査報告書の作成を行います。「基本設

定」「株主資本等変動計算書」「個別注記表」「監査報告書」の 4 つのタブに分かれています。 

 

共通項目 

 

■期間選択 

集計期間を選択します。単月をクリックして指定、またはドラッグして複数月を指定することができま

す。「決」は通期決算、「・」は四半期決算を表します。 

 

■消費税 

残高の集計方法を「税込」「税抜」から選択します。 

 

■F8：印刷 

「表紙」「貸借対照表」「損益計算書」「販売費及び一般管理費」「製造原価報告書」「株主資本等変

動計算書」「個別注記表」「監査報告書」の[印刷設定]画面が表示されます。 
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印刷形式 「貸借対照表」「損益計算書」「販売費及び一般管理費」「製造原価報告書」

の印刷形式を「勘定式」「報告式」「二期比較」から選択します。二期比較を選

択した場合は、「年度毎の消費税処理区分で集計する」が指定可能になりま

す。チェックを付けると、当期は【決算(K）】－【決算書(1)】の消費税処理区

分、前期は【分析(A)】－【過年度残高登録(E)】の過年度期首での前期消費

税処理区分に応じて集計されます。 

帳票選択 印刷する帳票にチェックを付けます。「株主資本等変動計算書」はレイアウト

を「縦」「横」から選択します。「横」を指定した場合は、印刷／プレビューは他

の帳票と別扱いになります。 

すべて選択 帳票選択欄の全帳票にチェックを付ける場合に使用します。 

すべて解除 帳票選択欄の全帳票のチェックを外す場合に使用します。 

プレビュー 帳票選択でチェックを付けた帳票の印刷イメージが表示されます。 

コピー 帳票選択でチェックを付けた帳票をクリップボードへコピーする場合に使用し

ます。コピーされた情報は、Excel 等を起動して貼り付けることができます。 
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基本設定 

 

決算書の印刷に関する基本設定を行います。 

 

 

■表紙 

決算書表紙のタイトルを全角 10 文字以内で指定します。初期値は「決 算 報 告 書」です。 

 

■会計年度を印字する 

決算書表紙に会計年度を印字する場合にチェックを付けます。 

 

■住所を印字する 

決算書表紙に住所を印字する場合にチェックを付けます。 

 

■金額 

金額単位を「円単位」「千円単位」から選択します。「千円単位」を選択した場合は、千円未満の端数

処理を「切り捨て」「四捨五入」「切り上げ」から選択します。 

 

■0円の科目を印刷する 

残高が 0 円の科目も含めて印刷する場合にチェックを付けます。【初期(S)】－【科目設定(3)】の決算

書印刷設定に従い印字します。 
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■0円を印刷する 

「0 円の科目を印刷する」にチェックがある場合に選択可能になります。0 円の金額を印字する場合に

チェックを付けます。 

 

■損失金額に△をつける 

「貸借対照表」「損益計算書」「販売費及び一般管理費」「製造原価報告書」の損失金額に△を付け

る場合にチェックを付けます。「株主資本等変動計算書」はここでの設定にかかわらず必ず△が付き

ます。 

 

■「負債の部」で改ページする（報告式 貸借対照表） 

報告式決算書の貸借対照表で、資産の部と負債・純資産の部を別ページにして印刷する場合にチ

ェックを付けます。 

 

■「販売費及び一般管理費」内訳を組み入れる（報告式 損益計算書） 

報告式決算書の損益計算書で、販売費及び一般管理費を別紙としてではなく、損益計算書の中に

印刷する場合にチェックを付けます。 

 

■手形を相殺する 

決算書に「割引手形」と「裏書手形」を印字せず、「受取手形」に『受取手形－（割引手形＋裏書手

形）』の金額をセットする場合にチェックを付けます。「受取手形」「割引手形」「裏書手形」の定義は

【初期(S)】－【科目設定(3)】の「特定科目」タブで行います。  
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株主資本等変動計算書 

 

株主資本等変動計算書を作成します。 

 

 

■タイトル 

株主資本等変動計算書のタイトルを全角 10 文字以内で設定します。 

 

■上へ／下へ 

変動事由の順番を調整する場合に使用します。 

 

■F2：事由設定 

新規に変動事由を追加する場合、または登録済みの変動事由を修正する場合に使用します。ボタ

ンを押すと[変動事由の設定]画面が表示されます。画面上の「当期純利益金額」行以外のセルを選

択した場合に有効になります。変動事由はドロップダウンリストから以下の事由を選択するか、全角

14 文字以内で入力します。 

 

新株の発行 減資 資本組入れ 

剰余金の配当 役員賞与の支給 圧縮積立金の積立て 

圧縮積立金の取崩し 利益準備金の積立て 利益準備金の取崩し 

当期純損益 自己株式申込証拠金の払込 自己株式の取得 

自己株式の処分 自己株式の消却 企業結合による増加 
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分割型の会社分割による減少 過年度税効果調整額 税効果適用年度の諸準備金取崩 

株主資本以外の当期変動額 資本金から剰余金への振替 準備金から剰余金への振替 

準備金から資本金への振替 剰余金の内訳科目間の振替  

 

 

株主資本等変動計算書の作成方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①差額を 0円にする 

先頭行の「当期首残高」と、最下行の「当期末残

高」の相違により「差額」行に金額が発生している

科目に対し、差額が 0 円になるように金額を入力

します。マイナス金額の入力も可能です。 

 

金額は変動事由が設定されている行のみ入力で

きます。差額が 0 円でない状態で印刷をすると確

認画面が表示されます。 

 

 

②変動事由の追加と削除 

あらかじめ登録されている変動事由以外の変動

事由を追加する場合には、空白行のセルを選択

した状態で「Ｆ2：事由設定」ボタンを押し、変動事

由名称をドロップダウンリストから選択するか、全

角 14 文字以内で登録します。随時変更すること

も可能です。 

 

削除する場合には、「Ｆ2：事由設定」ボタンを押し、

変動事由名称を削除します。 

※「当期純利益金額」は削除できません。 
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個別注記表 

 

個別注記表を作成します。 

 

 

■タイトル 

個別注記表のタイトルを全角 10 文字以内で設定します。40 文字を超えると改行されます。 

 

■タイトルと会計期間を印字する 

個別注記表にタイトルと会計期間を印字する場合にチェックを付けます。 

 

■テンプレート 

ドロップダウンリストから「中小会計要領」「中小会計指針」「会社計算規則」を選択すると、画面左側

の項目が切り替わります。 

 

■手形情報 

「割引手形」と「裏書手形」の残高が参考表示されます。基本設定タブで「手形を相殺する」にチェッ

クを付けた場合のみ表示されます。 

 

■注記表へ 

画面左側の注記項目を画面右側の編集領域へセットする場合に使用します。 
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個別注記表の作成方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①個別注記表の項目を選択 

画面左側のテンプレートを選択後、作成する個別

注記表の項目を選択します。必要な項目のみチ

ェックを付け、不要な項目はチェックを外します。 

項目見出しのチェックを外せばその下の項目の

チェックも外れます。 

 

 

 

 

②「注記表へ」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③内容を入力します。 

画面右側に指定した個別注記表の項目がセット

されます。ワープロ形式で各項目の入力を行いま

す。 

 

※右上に 1 行に印刷できる文字数の残りが表示さ

れます。マイナス表示になると印刷時に改行され

ます。 
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監査報告書 

 

監査報告書を作成します。 

 

 

役職情報 

 

■コメント 

監査報告書に印字する報告文を全角 50 文字以内で設定します。40 文字を超えると改行されます。 

 

■報告年月日 

報告年月日を設定します。 

 

■役職等 

報告者の役職を全角 8 文字以内で設定します。 

 

■氏名 

報告者の氏名を全角 8 文字以内で設定します。 
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監査情報 

 

■コメント 

監査報告書に印字する監査文を全角 50 文字以内で設定します。40 文字を超えると改行されます。 

 

■監査年月日 

監査年月日を設定します。 

 

■監査役等 

監査役の役職を全角 8 文字以内で設定します。 

 

■氏名 

監査役の氏名を全角 8 文字以内で設定します。 

 

■コメント（加筆用） 

監査報告書に印字する監査文を全角 50 文字以内、2 行で設定します。40 文字を超えると改行され

ます。 

 

 

共通項目 

 

■F4：初期値 

監査報告書のコメントを初期値に戻す場合に使用します。役職情報、監査情報すべてのコメントが

初期値に戻ります。 
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5-2 キャッシュフロー計算書 

 

【決算（K）】－【キャッシュフロー計算書（2）】 

キャッシュフロー計算書を作成します。法人データのみ作成できます。直接法、間接法両方対応して

います。 

 

 

 

■集計期間 

キャッシュフロー計算書を作成する期間を選択します。単月をクリックして指定、またはドラッグして複

数月を指定することができます。「決」は通期決算、「・」は四半期決算を表します。 

 

■支店選択 

本支店管理を行うデータの場合に表示されます。帳票を印刷する本支店を選択します。本支店グル

ープを作成すればグループもリストに表示されます。「法人全体」を選択すれば全て合算した全体の

集計となります。 

 

■集計方法 

「直接法」「間接法」から選択します。 

 



第 5 章 決算処理 

183  

■ゼロ非表示 

残高が￥0 のキャッシュフロー項目を表示しない場合にチェックを付けます。 

 

■上へ／下へ 

キャッシュフロー項目の順番を調整する場合に使用します。 

 

■F2：項目追加 

キャッシュフロー項目を追加する場合に使用します。ボタンを押すと[キャッシュフロー構成項目の登

録]画面が表示されます。 

 

 

■F4：項目編集 

キャッシュフロー項目の名称や集計方法を変更する場合に使用します。ボタンを押すと[キャッシュフ

ロー構成項目の登録]画面が表示されます。 

 

■F5：項目削除 

キャッシュフロー項目を削除する場合に使用します。 

 

■F7：保存復元 

キャッシュフロー設定をテキストファイルで作成します。保存した辞書を別データへ反映させたり、別

データの辞書内容を復元して使用することができます。 
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■F8：印刷 

キャッシュフロー計算書を印刷する場合に使用します。 

 

 

 

帳票選択 印刷する帳票を選択します。「キャッシュ・フロー項目構成リスト」はキャッシュ

フロー項目に割り当てられた科目と集計方法の一覧です。「未割り当て科目リ

スト」は、どのキャッシュフロー項目にも割り当てられていない科目の確認がで

きます。 

金額 金額単位を「円単位」「千円単位」から選択します。「千円単位」を選択した場

合は、千円未満の端数処理を「切り捨て」「四捨五入」「切り上げ」から選択し

ます。 

色指定 「白黒印刷」「カラー印刷」を指定します。カラーで印刷する場合の色指定は

「色選択」ボタンを押すと開く[帳票色の選択]画面で行います。 

明細行幅 帳票選択で「キャッシュフロー計算書」を選択した場合に指定できます。１ペ

ージの印刷行数を「広い」（45 行）・「標準」（55 行）から選択します。 

プレビュー 選択した帳票の印刷イメージを画面に表示する場合に使用します。 

コピー 選択した帳票をクリップボードへコピーする場合に使用します。コピーされた

情報は、Excel 等を起動して貼り付けることができます。 
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キャッシュフロー構成項目の登録 

キャッシュフロー計算書を作成するには、キャッシュフロー構成項目に対して、科目の割り当てや集

計区分の設定をする必要があります。 

 

 

 

■科目 

キャッシュフロー構成項目に割り当てる科目を選択します。 

 

■集計区分 

集計する残高種別を指定します。 

期首残高 期首残高が集計されます。 

期末残高 期末残高が集計されます。 

期間残高 指定期間の増減額が集計されます。 

借方金額 指定期間の借方の発生金額が集計されます。 

貸方金額 指定期間の貸方の発生金額が集計されます。 

 

■増減 

増減区分を指定します。 
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■F2：追加 

キャッシュフロー項目を構成する科目を登録する場合に使用します。 

 

■F5：削除 

キャッシュフロー項目を構成する科目を削除する場合に使用します。 

 

キャッシュフロー設定項目の保存・復元 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「F7：保存復元」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②[キャッシュフロー設定項目の保存・復元]画面が

表示されます。ファイルの場所、ファイル名を指

定し「OK」ボタンを押します。 

 

■キャッシュフロー設定項目の保存/復元 

保存と復元の区分を指定します。 

 

■ファイルの場所 

前回保存または復元を行った場所が表示されます。

その他の場所を指定する場合は「参照」ボタンを押

して指定します。 

 

■ファイル名 

初期値は「キャッシュフロー設定項目.txt」です。必

要に応じて変更します。 
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5-3 一括印刷 

 

【決算（K）】－【一括印刷（3）】 

仕訳帳、元帳、試算表、補助リストを一括で印刷します。 

 

 

 

■帳票選択 

印刷する帳票にチェックを付けます。仕訳帳を印刷する場合は「共通項目」と「仕訳帳・元帳共通」を

設定します。元帳を印刷する場合は「共通項目」「仕訳帳・元帳共通」「元帳」を設定します。試算表

を印刷する場合は「共通項目」と「試算表」を設定します。補助リストを印刷する場合は「共通項目」を

設定します。 

 

 

共通項目 

 

■期間選択 

印刷期間を選択します。単月をクリックして指定、またはドラッグして複数月を指定することができま

す。「決」は通期決算、「・」は四半期決算を表します。 
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■消費税 

残高の集計方法を「税込」「税抜」から選択します。 

 

■支店選択 

本支店管理を行うデータの場合に表示されます。帳票を印刷する本支店を選択します。本支店グル

ープを作成すればグループもリストに表示されます。「法人全体」を選択すれば全て合算した全体の

集計となります。 

 

■部門選択 

部門管理を行うデータの場合に表示されます。帳票を印刷する部門を選択します。部門グループを

作成すればグループもリストに表示されます。「全部門合計」を選択すれば全体の帳票を作成できま

す。「配賦」にチェックを付けると、「共通部門」の残高が【初期(S)】－【部門設定(2)】で登録した配賦

率に従い配賦されます。 

 

■色指定 

「白黒印刷」「カラー印刷」を指定します。 

 

■両面印刷用に余白を調整する 

両面印刷時に偶数ページの余白を右側に取る場合にチェックを付けます。また、元帳の場合は各科

目の 1 ページ目が必ず奇数ページに印字されるようになります。 

 

 

仕訳帳・元帳共通 

 

■消費税額を参考表示する 

金額欄下段に消費税額を印字する場合にチェックを付けます。 

 

■行幅指定 

1 仕訳の行幅を「2 行幅」「3 行幅」から選択します。部門管理を行うデータで「2 行幅」を選択すると、

部門の情報は印字されなくなります。 
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■月毎に改頁する 

毎月新しいページから印刷する場合にチェックを付けます。 

 

■ページ番号 

ページ番号を印刷しない場合にチェックを付けます。 

 

試算表 

 

■印刷形式 

「全科目（A4）」「定形（A4）」「定形（A3）」から選択します。「全科目（Ａ4）」は【初期(S)】－【科目設定

(3)】で使用する設定にした科目を全て印字します。「定形（Ａ4）」「定形（Ａ3）」は【初期(S)】－【科目

設定(3)】の印刷設定に従い印字します。 

 

■印刷方法 

「期間集計」「月次連続」から選択します。選択期間の試算表を月単位で印刷する場合は「月次連続」

を指定します。 

 

■自 年月日 

「選択月を印字」「期首を印字」から選択します。選択期間の先頭月を自年月日として印字する場合

は「選択月を印字」を指定します。選択期間にかかわらず、期首を自年月日として印字する場合は

「期首を印字」を指定します。 

 

■補助の印刷 

補助科目無しで印刷する場合にチェックを付けます。「印刷形式」が「定形（Ａ４）」「定形（Ａ３）」の場

合はチェック無しでも補助科目は印刷されません。 

 

■残高 0円の印刷 

残高が 0 円の科目を印刷しない場合にチェックを付けます。 
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元帳 

 

■全表示／全非表示 

印刷科目欄に補助科目を全て展開して画面に表示する場合は「全表示」を、全て表示しない場合は

「全非表示」を選択します。 

 

■帳票種類 

「元帳」「月計表」から選択します。「月計表」の場合は仕訳明細無しで月計だけ印字されます。 

 

■印刷科目 

印刷する科目または補助科目にチェックを付けます。初期状態では補助の設定がない勘定科目と、

補助科目にチェックが付いています。画面右側のボタンを使うと一括でチェックの ON/OFF が切り替

わります。 

補助元帳＋元帳（初期値） 補助の設定がない勘定科目と補助科目にチェックが付きます。 

全元帳（科目元帳） 全ての勘定科目にチェックが付きます。補助科目にはチェックは付きません。 

補助元帳 全ての補助科目にチェックが付きます。勘定科目にはチェックは付きません。 

全補助＋全科目（全選択） 全ての勘定科目・補助科目にチェックが付きます。 

補助元帳＋元帳（損益科目） 補助の設定が無い損益科目と補助科目にチェックが入ります。（貸借科目に

はチェックが入りません。白色データ等で利用します。） 

全解除 全ての勘定科目・補助科目のチェックが外れます。 

選択状態を保存 印刷科目設定を保存する場合に使用します。 

 

■印刷条件 

「残高のある科目全て」「仕訳の発生がある科目のみ」から選択します。指定期間内の取引が未発生

でも残高がある科目を全て印字する場合は「残高のある科目全て」を指定します。指定期間内で指

定科目の取引が発生する場合のみ印字する場合は「仕訳の発生がある科目のみ」を指定します。 

 

■両面印刷 

「共通項目」で「両面印刷用に余白を調整する」にチェックを付けた場合に選択できます。奇数ペー

ジで終了した科目の次科目を裏面に印字する場合に「用紙を節約する」にチェックを付けます。 
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■ページ番号 

印刷する元帳のページ番号を連番にする場合に「指定した期間の通しで付ける」にチェックを付けま

す。 

 

■F8：印刷 

選択した帳票を印刷する場合に使用します。 
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5-4 法人事業概況書（資料） 

 

【決算（K）】－【法人事業概況書（資料）（4）】 

法人税申告書に添付する法人事業概況説明書の転記資料を作成します。表面タブでは「7．主要科

目」が、裏面タブでは「17.月別売上高等の状況」が作成できます。 

 

表面 

 

 

裏面 
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■F5：従事員 

各月の従事員数を登録する場合に使用します。 

 

 

共通項目 

 

■F4：科目選択 

[科目の選択]画面が表示されます。選択した項目に割り当てる科目にチェックを付けます。裏面タブ

の項目は補助科目まで指定できます。 

 

■Ｆ７：保存復元 

現在選択中のデータの法人事業概況書（資料）科目割当情報を別データに反映させる場合や、別

データの法人事業概況書（資料）科目割当情報を現在選択中のデータに取り込む場合に使用しま

す。ボタンを押すと[事業概況書設定の保存・復元]画面が表示されます。 

 

■F8：印刷 

法人事業概況書（資料）を印刷する場合に使用します。「7.主要科目」と「17.月別売上高等の状況」

は一枚に印刷することも、個別に印刷することも可能です。 
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5-5 青色申告決算書 

 

【決算（K）】－【青色申告決算書（5）】 

個人事業者の確定申告書に添付する青色申告決算書を作成します。一般用、不動産用、農業用に

対応しています。財務情報以外の必要事項を登録し作成します。 

 

共通項目 

 

一般用 

 

 

農業用 

 

 

 

 

 

不動産用 
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■設定 

貸倒引当金繰入額及び青色申告特別控除額の計算方法を選択します。 

 

一般用 

 

 

農業用 

 

 

 

 

不動産用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■切り替えメニュー 

画面左側に表示する一面～四面の項目をクリックすると、自動的に選択項目欄にカーソルが移動し

ます。 

 

■F2：上書入力／自動取得 

入力した仕訳データから集計（自動取得）する方法と、金額を手入力する方法を切り替えます。自動

取得モードの場合は画面左上に「自動取得」と表示し、F2 ボタンは「上書入力」と表示されます。ボタ

ンを押すと各項目の金額を手入力することができます。上書入力モードの場合は画面左上に「上書

き」と表示され、F2 ボタンは「自動取得」と表示されます。 
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■F8：印刷 

青色申告決算書を印刷する場合に使用します。 

 

登録項目（一般用） 

 

基本情報（一面） 

住所 全角 15 文字以内、2 行で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・

期間タブの住所情報が反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定

（1）】に反映します。 

事業所所在地 全角 15 文字以内、2 行で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・

期間タブの事業所所在地情報が反映します。ここでの変更は【初期（S）】－

【基本設定（1）】に反映します。 

業種名 全角 12 文字以内で設定します。 

屋号 全角12文字以内で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・期間タ

ブのデータ名（屋号）情報が反映します。 

フリガナ 半角16文字以内で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・期間タ

ブのフリガナが反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定（1）】に

反映します。 

氏名 全角 8 文字以内で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・期間タ

ブの氏名が反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定（1）】に反映

します。 

電話番号（自宅） 半角15文字以内で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・期間タ

ブの電話（自宅）が反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定（1）】

に反映します。 

電話番号（事業所） 半角15文字以内で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・期間タ

ブの電話（事業所）が反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定

（1）】に反映します。 

加入団体名 全角 20 文字以内で設定します。 

依頼税理士等事業所所在地 全角 10 文字以内、2 行で設定します。 

依頼税理士等氏名（名称） 全角 10 文字以内、2 行で設定します。 

依頼税理士等電話番号 半角 15 文字以内で設定します。 
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納税者番号 半角 8 桁以内で設定します。 

 

損益計算書（一面） 

売上（収入）金額・仕入金額（製造原価） 二面の月別売上仕入の計が転記されます。 

（44）青色申告特別控除額 画面右上の「設定」ボタンで選択します。 

 

※各科目の集計結果は、【初期（S）】－【科目設定（3）】の決算書印刷名称の科目順および集計設

定に従います。 

 

月別売上（収入）金額及び仕入金額（二面） 

売上（収入）・仕入金額 【初期（S）】－【科目設定（3）】の決算書印刷名称の該当分類の設定に従いま

す。 

家事消費等、雑収入の金額 【初期（S）】－【科目設定（3）】の決算書印刷名称の売上の中の 2 行目、3 行

目の集計設定に従います。 

 

給料賃金の内訳（二面） 

氏名 全角 8 文字以内で設定します。 

年齢 半角 3 桁以内で設定します。 

従事月数 半角 2 桁以内で設定します。 

給料賃金 半角 8 桁以内で設定します。 

賞与 半角 8 桁以内で設定します。 

合計 給料賃金と賞与の合計が集計されます。 

源泉徴収税額 半角 8 桁以内で設定します。 

その他 その他の人数、月数、金額等をまとめて設定します。 

 

専従者給与の内訳（二面） 

氏名 全角 8 文字以内で設定します。 

続柄 全角 3 文字以内で設定します。 

年齢 半角 3 桁以内で設定します。 

従事月数 半角 2 桁以内で設定します。 

給料 半角 8 桁以内で設定します。 
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賞与 半角 8 桁以内で設定します。 

合計 給料賃金と賞与の合計が集計されます。 

源泉徴収税額 半角 8 桁以内で設定します。 

最終行 5 名以上の場合は最終行に人数、月数、金額等をまとめて設定します。 

 

貸倒引当金繰入額の計算（二面） 

個別評価による本年文繰入額 半角 10 桁以内で設定します。 

年末における賃金の合計額 半角 10 桁以内で設定します。 

本年分繰入限度額 「年末における賃金の合計額」に入力された金額から自動計算されます。 

業種区分および端数設定は画面右上の「設定」ボタンを押して選択します。 

本年分繰入額 半角 10 桁以内で設定します。 

本年分の貸倒引当金繰入額 「個別評価による本年分繰入額」と「本年分繰入額」から計算されます。 

 

青色申告特別控除額の計算（二面） 

本年分の不動産所得の金額 半角 10 桁以内で設定します。 

青色申告特別控除額 画面右上の「設定」ボタンで選択します。 

 

利子割引料の内訳（金融機関を除く）（三面） 

支払先の住所・氏名 全角 20 文字以内、2 行で設定します。 

期末現在の借入金等の金額 半角 9 桁以内で設定します。 

本年中の利子割引料 半角 9 桁以内で設定します。 

左のうち必要経費算入額 半角 9 桁以内で設定します。 

 

地代家賃の内訳（三面） 

支払先の住所・氏名 全角 20 文字以内、2 行で設定します。 

賃借物件 全角 6 文字以内、2 行で設定します。 

本年中の賃借料・権利金等 権利金・更新料・賃借料をそれぞれ半角 9 桁以内で設定します。 

左の賃借料のうち必要経費算入額 半角 9 桁以内で設定します。 
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税理士・弁護士等の報酬・料金の内訳（三面） 

支払先の住所・氏名 全角 20 文字以内、2 行で設定します。 

本年中の報酬等の金額 半角 9 桁以内で設定します。 

左のうち必要経費算入額 半角 9 桁以内で設定します。 

源泉徴収税額 半角 9 桁以内で設定します。 

 

本年中における特殊事項（三面） 

本年中における特殊事項 全角 30 文字以内、5 行で設定します。 

 

貸借対照表／製造原価の計算（四面） 

※各科目の集計結果は、【初期（S）】－【科目設定（3）】の決算書印刷名称の科目順および集計設

定に従います。 

※製造原価の計算は【初期（S）】－【基本設定（1）】で「製造原価報告書を印刷する」にチェックに付

いている必要があります。 

 

 

登録項目（不動産用） 

 

基本情報（一面） 

住所 全角 15 文字以内、2 行で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・

期間タブの住所情報が反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定

（1）】に反映します。 

職業 全角15文字以内で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・期間タ

ブの職業が反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定（1）】に反映

します。 

フリガナ 半角16文字以内で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・期間タ

ブのフリガナが反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定（1）】に

反映します。 

氏名 全角 8 文字以内で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・期間タ

ブの氏名が反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定（1）】に反映

します。 
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電話番号 半角15文字以内で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・期間タ

ブの電話が反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定（1）】に反映

します。 

依頼税理士等事業所所在地 全角 10 文字以内、2 行で設定します。 

依頼税理士等氏名（名称） 全角 10 文字以内、2 行で設定します。 

依頼税理士等電話番号 半角 15 文字以内で設定します。 

納税者番号 半角 8 桁以内で設定します。 

 

損益計算書（一面） 

（22）青色申告特別控除額 画面右上の「設定」ボタンで選択します。 

 

※各科目の集計結果は、【初期（S）】－【科目設定（3）】の決算書印刷名称の科目順および集計設

定に従います。 

 

不動産所得の収入の内訳（二面） 

画面上の不動産所得の収入の内訳欄をクリックすると[不動産所得の収入の内訳]画面が表示し、項

目の追加・削除を行うことができます。 

 

 

■F2：追加 

内訳項目を追加する場合に使用します。 

 

■F5：削除 

登録済みの内訳項目を削除する場合に使用します。 
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■上へ／下へ 

選択した内訳項目の順番を調整する場合に使用します。 

貸家等の別 「貸家」「貸地」「貸店舗」「アパート」「貸マンション」「駐車場」の区分をリストから

選択します。 

用途 「住宅用」「住宅用以外」「店舗併用住宅」の区分をリストから選択します。全角６

文字以内で手入力することも可能です。 

不動産の住所 全角 11 文字以内、2 行で設定します。 

賃借人の住所・氏名 上段に住所を全角12文字以内、下段に氏名を全角 8文字以内で設定します。 

賃貸契約年月 契約期間年月を設定します。 

貸面積 0～99999.99 の範囲で設定します。 

賃貸料（月額） 半角 8 桁以内で設定します。 

賃貸料（年額） 半角 8 桁以内で設定します。 

礼金／権利金／更新料 それぞれ半角 8 桁以内で設定します。 

書換料 半角 8 桁以内で設定します。 

保証金・敷金 半角 8 桁以内で設定します。 

 

給料賃金の内訳（二面） 

氏名 全角 8 文字以内で設定します。 

年齢 半角 3 桁以内で設定します。 

従事月数 半角 2 桁以内で設定します。 

給料賃金 半角 8 桁以内で設定します。 

賞与 半角 8 桁以内で設定します。 

合計 給料賃金と賞与の合計が集計されます。 

源泉徴収税額 半角 8 桁以内で設定します。 

最終行 2 名以上の場合は、最終行に人数、月数、金額等をまとめて設定します。 

 

専従者給与の内訳（二面） 

氏名 全角 8 文字以内で設定します。 

続柄 全角 3 文字以内で設定します。 

年齢 半角 3 桁以内で設定します。 

従事月数 半角 2 桁以内で設定します。 
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給料 半角 8 桁以内で設定します。 

賞与 半角 8 桁以内で設定します。 

合計 給料賃金と賞与の合計が集計されます。 

源泉徴収税額 半角 8 桁以内で設定します。 

 

地代家賃の内訳（三面） 

支払先の住所・氏名 全角 20 文字以内、2 行で設定します。 

賃借物件 全角 6 文字以内、2 行で設定します。 

本年中の賃借料・権利金等 権利金・更新料・賃借料をそれぞれ半角 9 桁以内で設定します。 

左の賃借料のうち必要経費算入額 半角 9 桁以内で設定します。 

 

借入金利子の内訳（金融機関を除く）（三面） 

支払先の住所・氏名 全角 20 文字以内、2 行で設定します。 

期末現在の借入金等の金額 半角 9 桁以内で設定します。 

本年中の借入金利子 半角 9 桁以内で設定します。 

左のうち必要経費算入額 半角 9 桁以内で設定します。 

 

税理士・弁護士等の報酬・料金の内訳（三面） 

支払先の住所・氏名 全角 20 文字以内、2 行で設定します。 

本年中の報酬等の金額 半角 9 桁以内で設定します。 

左のうち必要経費算入額 半角 9 桁以内で設定します。 

源泉徴収税額 半角 9 桁以内で設定します。 

 

貸借対照表（四面） 

※各科目の集計結果は、【初期（S）】－【科目設定（3）】の決算書印刷名称の科目順および集計設

定に従います。 

 

本年中における特殊事情・保証金 

本年中における特殊事項 全角 15 文字以内、30 行で設定します。 
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登録項目（農業用） 

 

基本情報（一面） 

住所 全角 15 文字以内、2 行で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・

期間タブの住所情報が反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定

（1）】に反映します。 

フリガナ 半角16文字以内で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・期間タ

ブのフリガナが反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定（1）】に

反映します。 

氏名 全角 8 文字以内で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・期間タ

ブの氏名が反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定（1）】に反映

します。 

業種名 全角 12 文字以内で設定します。 

農園名 全角 12 文字以内で設定します。 

事業所所在地 全角 15 文字以内、2 行で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・

期間タブの事業所所在地情報が反映します。ここでの変更は【初期（S）】－

【基本設定（1）】に反映します。 

電話番号 半角15文字以内で設定します。【初期（S）】－【基本設定（1）】の名称・期間タ

ブの電話（自宅）が反映します。ここでの変更は【初期（S）】－【基本設定（1）】

に反映します。 

依頼税理士等事業所所在地 全角 10 文字以内、2 行で設定します。 

依頼税理士等氏名（名称） 全角 10 文字以内、2 行で設定します。 

依頼税理士等電話番号 半角 15 文字以内で設定します。 

納税者番号 半角 8 桁以内で設定します。 

 

損益計算書（一面） 

（4７）青色申告特別控除額 画面右上の「設定」ボタンで選択します。 

 

※各科目の集計結果は、【初期（S）】－【科目設定（3）】の決算書印刷名称の科目順および集計設

定に従います。 
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収入金額の内訳（二面） 

区分 収穫したり、販売した作物などの名称を記入します。なお、温室やビニール

ハウス等で収穫したものは「特殊施設」欄に記入します。「田畑」「特殊施設」

「畜産物その他」は全角6文字以内で、「果樹」は全角4文字以内で設定しま

す。 

作付面積 半角 7 桁以内で設定します。 

本年収穫量 半角 7 桁以内で設定します。 

農産物の期首棚卸高（数量） 半角 7 桁以内で設定します。 

農産物の期首棚卸高（金額） 半角 9 桁以内で設定します。 

販売金額 半角 9 桁以内で設定します。 

家事消費事業消費金額 半角 9 桁以内で設定します。 

農産物の期末棚卸高（数量） 半角 7 桁以内で設定します。 

農産物の期末棚卸高（金額） 半角 9 桁以内で設定します。 

雑収入区分 全角 16 文字以内で設定します。 

雑収入金額 半角 9 桁以内で設定します。 

 

農産物以外の棚卸高の内訳（二面） 

区分 全角 6 文字以内で設定します。 

期首棚卸高（数量） 数量を半角 5 桁以内で、単位を全角 1 文字で設定します。 

期首棚卸高（金額） 半角 9 桁以内で設定します。 

期末棚卸高（数量） 数量を半角 5 桁以内で、単位を全角 1 文字で設定します。 

期末棚卸高（金額） 半角 9 桁以内で設定します。 

 

雇人費の内訳（二面） 

氏名・住所又は作業名 全角 8 文字以内で設定します。また、その他人数を半角 2 桁以内で設定しま

す。 

日数 半角 3 文字以内で設定します。 

現金 半角 9 桁以内で設定します。 

現物 半角 9 桁以内で設定します。 

合計 現金と現物の合計が集計されます。 

源泉徴収税額 半角 9 桁以内で設定します。 
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専従者給与の内訳（二面） 

氏名 全角 8 文字以内で設定します。 

続柄 全角 3 文字以内で設定します。 

年齢 半角 3 桁以内で設定します。 

従事月数 半角 2 桁以内で設定します。 

給料 半角 9 桁以内で設定します。 

賞与 半角 9 桁以内で設定します。 

合計 給料賃金と賞与の合計が集計されます。 

源泉徴収税額 半角 9 桁以内で設定します。 

 

果樹・牛馬等の育成費用の計算（三面） 

果樹・牛馬等の名称 全角 15 文字以内、2 行で設定します。 

取得・生産・定植等の年月日 取得・生産・定植等の年月日を設定します。 

前年からの繰越額 半角 9 桁以内で設定します。 

本年中の種苗費、種付料、素

畜費 

半角 9 桁以内で設定します。 

本年度中の肥料、農薬等の投

下費用 

半角 9 桁以内で設定します。 

育成中の果樹等から生じた収

入金額 

半角 9 桁以内で設定します。 

本年中に成熟したものの取得

価格 

半角 9 桁以内で設定します。 

ロ、ハ、ホの欄の金額の計算方

法 

全角 16 文字以内、４行で設定します。 

 

地代・賃借料の内訳（三面） 

支払先の住所・氏名 全角 12 文字以内、2 行で設定します。 

小作料、賃耕作料 全角 5 文字以内で設定します。 

面積数量 半角 5 桁以内で設定します。 

支払額 半角 9 桁以内で設定します。 
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利子割引料の内訳（三面） 

支払先の住所・氏名 全角 12 文字以内、2 行で設定します。 

期末現在の借入金等の金額 半角 9 桁以内で設定します。 

本年中の利子割引料 半角 9 桁以内で設定します。 

左のうち必要経費算入額 半角 9 桁以内で設定します。 

 

税理士・弁護士等の報酬・料金の内訳（三面） 

支払先の住所・氏名 全角 12 文字以内、2 行で設定します。 

本年中の報酬等の金額 半角 9 桁以内で設定します。 

左のうち必要経費算入額 半角 9 桁以内で設定します。 

源泉徴収税額 半角 9 桁以内で設定します。 

 

貸倒引当金繰入額の計算（四面） 

個別評価による本年文繰入額 半角 10 桁以内で設定します。 

年末における賃金の合計額 半角 10 桁以内で設定します。 

本年分繰入限度額 「年末における賃金の合計額」に入力された金額から自動計算されます。 

業種区分および端数設定は画面右上の「設定」ボタンを押して選択します。 

本年分繰入額 半角 10 桁以内で設定します。 

本年分の貸倒引当金繰入額 「個別評価による本年分繰入額」と「本年分繰入額」から計算されます。 

 

青色申告特別控除額の計算（四面） 

本年分の不動産所得の金額 半角 10 桁以内で設定します。 

青色申告特別控除額 画面右上の「設定」ボタンで選択します。 

 

本年中における特殊事項（四面） 

本年中における特殊事項 全角 28 文字以内、10 行で設定します。 
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貸借対照表／製造原価の計算（四面） 

※各科目の集計結果は、【初期（S）】－【科目設定（3）】の決算書印刷名称の科目順および集計設

定に従います。 

※製造原価の計算は【初期（S）】－【基本設定（1）】で「製造原価報告書を印刷する」にチェックに付

いている必要があります。 

 

 

青色申告決算書の印刷 

[個人（一般）]の印刷画面 

 

 

[個人（農業）]の印刷画面 

 

 

[個人（不動産）]の印刷画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提出日 一面の左上に提出日を印字する場合にチェックを付け、年月日を

設定します。 

会計期間 期首／期末年月日を設定します。新規開業や廃業などで会計期

間が 1 年未満の場合に期間を調整します。 

帳票選択 印刷する帳票にチェックを付けます。 

「減価償却費の計算（別紙）」は、登録した減価償却資産が個人
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（一般／農業）の場合は 12 以上、個人（不動産）の場合は 13 以上

の場合か、または少額減価償却資産の登録がある場合に選択し

ます。 

「不動産所得の収入の内訳（別紙）」は、登録した収入内訳が 16

以上の場合に選択します。 

用紙選択（白紙／OCR 用紙） 「白紙」「OCR 用紙」から選択します。「OCR 用紙」を選択した場合

は、「申告年度を印刷する」「納税者番号を印刷する」「二面の氏

名を印刷する」が選択可能になります。 

用紙選択（サイズ） 「A4」「A3」から選択します。 

一面、三面、二面、四面の順で印刷する 用紙サイズで「A4」を選択した場合のみ有効です。A4 用紙に両面

印刷を行う場合にチェックを付けます。 

色指定 「白黒印刷」「カラー印刷」から選択します。 

印刷補正（オフセット） 「OCR 用紙」を選択した場合のみ有効です。プリンターの機種によ

って印字位置がずれる場合があります。印刷補正（オフセット）で

は、上下・左右に補正値を設定することで印字位置を調整すること

ができます。-100～100 の範囲で設定します。プラスの値を設定し

た場合は、上下方向は下へ、左右方向は右へ補正されます。 

印刷補正（行間補正） 先頭行は適正に印字されるが最終行の印字位置が合わない場合

に行間補正を行います。プラスの値で行間を広く、マイナスで狭く

補正されます。 

プレビュー 帳票選択でチェックを付けた帳票の印刷イメージが表示されま

す。 
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5-6 減価償却 

 

【決算（K）】－【減価償却（6）】 

減価償却資産を登録し、台帳・一覧表の作成や減価償却費の計算を行います。計算された減価償

却費の仕訳を作成することもできます。翌年度更新を実行すると償却額を自動計算して更新します。

個人データの場合は、青色申告決算書三面の「減価償却費の計算」の明細を作成します。 

 

 

 

■並び替え 

登録済みの減価償却資産の並び順を変更する場合に使用します。「登録順」「コード順」「取得日付

順」「勘定科目順」「取得金額順」から選択します。「勘定科目順」を選ぶと画面上に科目計が表示さ

れます。 

 

■資産検索 

指定した条件に該当する減価償却資産を抽出表示する場合に使用します。ボタンを押すと[減価償

却資産の検索]画面が表示されます。 
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■仕訳転送 

登録済みの減価償却資産から計算された減価償却費の仕訳を生成する場合に使用します。ボタン

を押すと[減価償却資産を仕訳に転送]画面が表示されます。生成済みの減価償却仕訳を一括で削

除することもできます。 

 

■仕訳設定 

減価償却仕訳、除却・売却仕訳を転送する際の科目・摘要情報を設定する場合に使用します。 

 

■端数設定 

普通償却費、残存価額、経費算入額（個人データのみ）の 1 円未満の端数処理を設定する場合に

使用します。ボタンを押すと[減価償却資産の端数設定]画面が表示されます。個人データの償却保

証額の端数処理は、普通償却費等の端数処理の設定に従います。 

 

 

■F2：追加 

減価償却資産を追加登録する場合に使用します。ボタンを押すと[減価償却資産の登録]画面が表

示されます。 
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■F3：修正 

登録済みの減価償却資産を修正する場合に使用します。ボタンを押すと[減価償却資産の登録]画

面が表示されます。資産選択後[Enter]キーまたはダブルクリックでも同様です。 

 

■F4：コピー 

選択した減価償却資産と同一の資産を追加する場合に使用します。 

 

■F5：削除 

選択した減価償却資産を削除する場合に使用します。 

 

■F6：資産台帳 

選択した減価償却資産の台帳を印刷する場合に使用します。ボタンを押すと[減価償却資産台帳]

画面が表示されます。 

 

 

■F8：印刷 

固定資産一覧表または減価償却一覧表を印刷する場合に使用します。ボタンを押すと[印刷設定]

画面が表示されます。 
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減価償却資産の登録 

減価償却資産を新規に登録します。新規取得資産、除却・売却の場合の仕訳を作成することもでき

ます。 

 

 

コード 資産管理用のコードを半角英数 7 文字以内で設定します。 

名称 資産の名称を全角 16 文字以内で設定します。 

科目 科目分類が「有形固定資産」から「繰延資産」までの科目が表示されます。登

録する資産が属する科目を選択します。補助科目があれば右側のリストより

選択します。なお、減価償却仕訳転送後は修正できません。 

部門使用割合の設定 部門管理を行うデータの場合に選択可能です。ボタンを押すと[部門使用割

合の設定]画面が表示されます。この割合に従い減価償却費が各部門に配

賦されます。 

面積・数量 資産の面積や数量を設定します。 

販売費割合／製造費割合 【初期（S）】－【基本設定（1）】で「製造原価報告書を印刷する」にチェックがあ

る場合に設定します。販売費割合を設定すると製造費割合が自動的に計算

されます。この割合に従い減価償却費が配賦されます。 

取得日付 資産を取得した日付を設定します。会計期間内の日付の場合は新規取得資

産として扱われます。 

仕訳を作成する 新規取得資産の場合にチェック可能です。登録した資産から仕訳を作成す

ることができます。チェックを付けると詳細設定画面が表示し、購入金額、消
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費税区分、支払科目等を指定します。 

作成 「仕訳を作成する」にチェックがある場合に選択できます。ボタンを押すと新

規取得資産の仕訳を作成します。 

取得金額 資産の取得金額を設定します。チェックボックスにチェックを付けると変更可

能になります。 

期首未償却 期首未償却残高が表示されます。新規取得資産の場合は設定できません。 

償却方法 償却方法を「定額法」「定率法」「均等償却」「一括償却」「少額減価償却資

産」「リース期間定額法」から選択します。 

残価補償額 償却方法で「リース期間定額法」を選択した場合に設定します。 

基礎金額 「取得金額」「期首未償却」「償却方法」「残価補償額」の設定により自動的に

金額が設定されます。チェックボックスにチェックを付ける変更可能になりま

す。 

耐用年数 資産の耐用年数を設定します。 

償却率 「償却方法」「耐用年数」の設定により自動的に設定されます。チェックボック

スにチェックを付けると変更可能になります。 

改定取得価額 取得年月日が 2007/04/01 以降で償却方法が「定率法」の場合、耐用年数を

設定すると参考表示されます。チェックボックスにチェックを付けると変更可能

になりますが、調整前償却額（基礎金額×償却率）が償却保証額より大きい

場合は強制的に 0 がセットされます。 

改定償却率 取得年月日が 2007/04/01 以降で償却方法が「定率法」の場合、耐用年数を

設定すると参考表示されます。 

償却保証額 取得年月日が 2007/04/01 以降で償却方法が「定率法」の場合、耐用年数を

設定すると参考表示されます。償却保証額の端数処理は、法人データの場

合は必ず「切り捨て」となり、個人データの場合は[減価償却資産の端数設

定]画面の普通償却費等の設定に従います。 

除却・売却 資産を除却または売却した場合にチェックを付けます。チェックを付けると「減

少日付」「仕訳を作成する」の項目が表示され、備考欄に「除却」「売却」の文

字がセットされます。 

減少日付 資産を除却または売却した日付を設定します。 

仕訳を作成する 除却または売却にチェックを付けた場合に選択可能です。[減価償却資産の

仕訳設定]画面の内容に従い仕訳が作成されます。売却にチェックを付けた
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場合は詳細設定画面が表示し、売却金額、消費税区分、収入科目等を指定

します。 

作成 「仕訳を作成する」にチェックがある場合に選択できます。ボタンを押すと除

却または売却の仕訳を作成します。 

償却期間 「取得年月日」「減少年月日」の設定により自動で設定されます。チェックボッ

クスにチェックを付けると変更可能になります。 

普通償却費 各種設定により自動計算されます。チェックボックスにチェックを付けると変更

可能になります。 

特別償却費等 割増償却費、特別償却費、増加償却費等の合計額を設定します。 

事業割合 資産を事業で使用する割合を設定します。個人データの場合に登録が必要

です。 

経費算入額 （普通償却費 + 特別償却費等）×事業割合の金額が計算されます。 

期末未償却 「期首未償却」から「償却費合計」を差し引いた金額が入ります。除却・売却

資産の場合は 0 円になります。 

備考 資産に対するコメント等を設定します。除却または売却の場合は自動的に文

字が設定されます。 
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減価償却資産を仕訳へ転送 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①減価償却資産の仕訳転送処理を初めて行う場

合は、転送方法の選択画面が表示されます。転

送方法を選択し「OK」を押します。 

 

■期末で一括償却する 

期末日の決算仕訳として作成します。 

 

■半期で償却する 

上期と下期の決算仕訳として作成します。 

 

■四半期で償却する 

第 1 四半期～第 4 四半期の決算仕訳として作成し

ます。 

 

■月次で償却する 

月末の仕訳として作成します。 

 

 

②仕訳転送の初期設定画面で選択した方法が選

ばれているのを確認し、「実行」を押します。 

 

※「月次で償却する」を選択した場合は、償却仕訳

を作成する期間を指定します。 

 

※同じ期間で二度実行すると、転送済みの仕訳を

削除した上で再作成します。 
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③転送確認画面が表示されます。「はい」を押しま

す。 

 

 

 

 

④完了画面が表示されます。 

 

 

 

 

転送仕訳の削除 

仕訳転送方法は一度実行すると変更できなくなります。変更する場合には、一旦転送仕訳を削除し

てから行います。[減価償却資産を仕訳へ転送]画面の削除タブを開き、「実行」を押すと全て削除さ

れます。 
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減価償却資産の仕訳設定 

減価償却資産を仕訳へ転送するには、あらかじめ仕訳内容を設定しておく必要があります。「仕訳

設定」ボタンを押すと[減価償却資産の仕訳設定]画面が表示されます。 

 

 

区分 仕訳設定をする科目の区分を選択します。 

計上方法 減価償却仕訳の計上方法を「直接法」「間接法」から選択します。区分で「有

形固定資産」以外を選択した場合は「直接法」で固定されます。 

科目 仕訳作成を設定する科目を選択します。 

償却方法 選択した科目の資産登録時の償却方法初期値を選択します。科目ごとの設

定になりますが、実際の償却方法は資産単位で設定可能です。 

購入仕訳の摘要 新規取得資産の仕訳作成時に、摘要欄上段にセットする情報を設定します。

仕訳作成時にはここで設定した文字列の先頭に資産名が追加されます。 

仕訳を作成する 償却仕訳・売却仕訳・除却仕訳を設定する場合にチェックを付けます。 

償却仕訳の設定 「累計額」は計上方法が「間接法」の場合に設定が必要です。「償却費（販）」

は販売費及び一般管理費の中の減価償却費を設定します。「償却費（製）」

は、【初期（S）】－【基本設定（1）】で「製造原価報告書を印刷する」にチェック

がある場合に設定可能で、製造経費の中の減価償却費を設定します。 

個人データで事業割合が 100％未満の資産がある場合は、「事業主（貸）」に

事業主貸の設定をします。 

売却仕訳の設定 売却損、売却益の科目を設定します。売却損または売却益の判定は仕訳を
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転送した時点で自動判定されます。摘要欄上段には摘要欄に設定した文字

列の先頭に資産名が追加されます。 

除却仕訳の設定 除却損の科目を設定します。摘要欄上段には摘要欄に設定した文字列の先

頭に資産名が追加されます。 
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5-7 当座残高調整表 

 

【決算（K）】－【当座残高調整表（7）】 

帳簿上の残高と金融機関が発行した残高証明書の残高が一致しない場合に、残高の不一致の原

因を特定し、それぞれ正しい残高となるように調整する当座残高調整表を作成します。金融機関か

ら送付される当座勘定照合表に記載している仕訳を画面でチェックすれば、未取付小切手、未取立

小切手、時間外預入れなどの不一致箇所が残り、当座残高調整表が作成されます。 

 

 

 

■科目 

リストから当座残高調整表を作成する科目を選択します。科目コードを入力して指定することも可能

です。 

 

■補助 

科目欄で選択した勘定科目に補助科目の設定がある場合に選択します。補助科目コードを入力し

て選択することもできます。「選択なし」を指定すると総体が表示されます。 
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■部門 

科目欄で選択した勘定科目に部門の設定がある場合に選択します。部門コードを入力して選択す

ることもできます。「選択なし」を指定すると総体が表示されます。 

 

■月度選択 

当座残高調整表を作成する月を選択します。選択月の月末残高を帳簿残高とした上で、選択月以

前の仕訳が表示されます。 

 

■調整表を表示する 

当座残高調整表を画面に表示させる場合にチェックを付けます。チェックを付けると仕訳の調整欄

が空欄の仕訳（残高不一致箇所）のみ表示されます。 

 

■F2：追加 

仕訳を追加する場合に使用します。ボタンを押すと入力行が表示されます。 

 

■F4：科目残高 

科目残高を月ごとに集計した月計表が表示されます。さらに日ごとに集計した日計表を表示すること

ができます。 

 

■F5：削除 

選択した仕訳を削除する場合に使用します。複数仕訳の削除もできます。 

 

■F6：日付サーチ 

日付サーチ画面を表示し、特定の日付の仕訳を探す場合に使用します。 
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■F8：印刷 

当座残高調整表を印刷する場合に使用します。[印刷設定]画面が表示されます。 

 

 

行幅指定 1 仕訳の行幅を「2 行幅」「3 行幅」から選択します。部門管理を行うデータで

「2 行幅」を選択すると、部門の情報は印字されなくなります。 

色指定 「白黒印刷」「カラー印刷」を指定します。カラーで印刷する場合の色指定は

「色選択」ボタンを押すと開く[帳票色の選択]画面で行います。 

開始ページ 1 ページ目のページ番号を指定します。 

両面印刷用に余白を調整する 両面で印刷した場合に、偶数ページの余白を右に取ります。 

プレビュー 当座残高調整表の印刷イメージを画面に表示する場合に使用します。 

コピー 当座残高調整表をクリップボードへコピーする場合に使用します。コピーされ

た情報は、Excel 等を起動して貼り付けることができます。 

 

 

当座残高調整表の作成方法 

金融機関から送付される当座勘定照合表に記載している仕訳を画面で確認し、調整欄にチェックを

付けます。右上の「調整表を表示する」にチェックが付いた状態でこの作業を行うと、調整欄にチェッ

クを付けた仕訳は即座に非表示になります。不一致箇所の仕訳だけが表示し、加減算処理をした調

整後残高が当座勘定照合表と一致するようになります。「調整表を表示する」にチェックを付けてい

ない場合は、右下の調整後残高は開始残高となります。 

 

また、仕訳の調整欄にチェックを付ける作業は、元帳や仕訳帳のメニューでも可能です。  
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5-8 翌年度更新 

 

【決算（K）】－【翌年度更新（8）】 

会計データを翌年度へ繰り越します。科目体系、摘要・取引先辞書等の内容は引き継ぎます。繰り

越し前の期末残高は繰り越し後の期首残高となります。また、繰り越し前の当期・前期の各月末残高

は、繰り越し後の前期・前々期へ移行します。 

 

 

 

■データのコピー 

翌年度更新を実行する前に、今年度データのコピーを行う場合にチェックを付けます。チェックがあ

る場合は「参照」ボタンを押し、データ選択画面を表示させてからコピー先のフォルダを指定します。

チェックがある状態でコピー先を指定せずに翌年度更新を実行することはできません。 

 

■過年度明細 

残高だけではなく当期の仕訳データも翌期データへ繰り越す場合に「明細を繰り越します」にチェッ

クを付けます。 
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■F2：個別原価 

当期中に完成したので翌期に繰り越す必要のない現場のチェックを外す場合に使用します。【初期

(S)】－【基本設定(1)】の個別原価タブで「個別原価管理を行う」にチェックがある場合に有効になりま

す。ボタンを押すと[個別原価の繰越区分の設定]画面が表示されます。 

 

■実行 

翌年度更新を実行する場合に使用します。 

 

更新処理の流れ 

 

法人の場合 

①会計年度、期首年月日、期末年月日、入力開始月を更新します。 

②当期の仕訳領域から仕訳をすべて消去します。 

③各月の金額を分析用の数値として過年度残高登録に登録します。なお、翌年度更新時に明細を

繰り越す場合は、更新前の期の仕訳を前期仕訳として取り込みます。 

④減価償却資産の情報を更新します。 

⑤損益計算書、製造原価報告書の各科目の残高を 0 にします。 

⑥貸借対照表の各残高を期首残高としてセットします。 

 

個人の場合 

①会計年度、期首年月日、期末年月日、入力開始月を更新します。 

②当期の仕訳領域から仕訳をすべて消去します。 

③各月の金額を分析用の数値として過年度残高登録に登録します。なお、翌年度更新時に明細を

繰り越す場合は、更新前の期の仕訳を前期仕訳として取り込みます。 

④減価償却資産の情報を更新します。 

⑤損益計算書、製造原価報告書の各科目の残高を 0 にします。 

⑥事業主関連の勘定と当期利益を相殺し、元入金に加減算します。 

 

注意 

【初期（S）】－【科目設定（3）】の特定科目において、未使用科目コードが割り当てられている場合は、

翌年度更新後の期首残高に影響が出る可能性があります。特定科目の設定は必ず正しい内容で

登録してください。 
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5-9 繰越残高調整 

 

【決算（K）】－【繰越残高調整（9）】 

期末日と決算確定日との差で生じた残高の相違を調整します。決算確定前に翌年度更新を実行後、

前期データに決算仕訳を入力した為に残高に相違が出るような場合に使用します。各月残高だけ

ではなく、前期・前々期の仕訳明細や個別注記表の内容も取り込むことができます。 

 

 

 

■前年度データ 

選択中データの 1 期前のデータが表示されます。「会社名が一致するデータを表示する」にチェック

が付いた状態では、【初期（S）】－【基本設定（1）】の会社名が一致しているデータのみ表示されま

す。 

 

■過年度明細 

残高だけではなく前期の仕訳データも当期データへ取り込む場合に「明細を繰り越します」にチェッ

クを付けます。 
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■実行 

繰越残高調整を実行する場合に使用します。 

 

 

初期設定（科目・部門等）が不一致の場合 

繰越残高調整は前期と当期の科目体系・部門設定等が一致している事が前提です。不一致箇所が

あれば次のようなエラーが表示し処理が中断されます。設定を合わせて再実行するか、残高を手入

力して調整します。明細を繰り越している場合は過年度仕訳をクリアしないと残高の入力はできませ

ん。 
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5-10 期末一括税抜処理 

 

【決算（K）】－【期末一括税抜処理（A）】 

税込で入力された仕訳の金額から、期末又は月末に科目・補助・部門・本支店単位で消費税額を算

出し、仮受／仮払消費税を求め、振替仕訳を自動で生成します。 

 

 

 

■計算単位 

明細 仕訳ごとに消費税額を計算し、その合計額で振替仕訳を生成します。 

合計 全仕訳の税込金額の合計から消費税額を計算し、振替仕訳を生成します。 

 

■作成単位 

月末一括 期間選択で指定した各月末日の日付で仕訳を生成します。 

期末一括 期末日で仕訳を生成します。「決算仕訳含む」にチェックを付けると決算仕訳

も含めた金額で生成します。 

決算仕訳のみ 決算仕訳だけを集計して仕訳を生成します。 
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■全削除 

期末一括税抜処理で生成された仕訳を全て削除する場合に使用します。 

 

■実行 

期末一括税抜処理を実行する場合に使用します。処理完了後に、生成された仕訳が確認できるよう

に自動的に仕訳帳が表示されます。 

 

期末一括税抜処理実行後の各帳票の集計について 

期末一括税抜処理により振替仕訳が生成されますが、合計残高試算表など各帳票の集計において

は、消費税処理区分が「税込」の場合のみ振替仕訳が反映されます。「税抜」で集計した場合は、シ

ステムで仕訳ごとに税抜集計した結果になり、二重に税抜になることはありません。 
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5-11 デジタル帳簿作成 

 

【決算（K）】－【デジタル帳簿作成（B）】 

選択中の会計データを CD-R 等に保存します。作成されたデータ（デジタル帳簿）は TACTiCS 財務

がインストールされていないパソコンでも参照・印刷が可能です。データだけでなくプログラムも同時

に保存しますので、常に保存を行った時点の状態を再現できます。決算確定後に作成することを推

奨します。 

 

以下の帳票が保存されます。 

登録帳簿（現金出納帳など） 仕訳帳 仕訳モニター 

総勘定元帳 合計残高試算表  

個別原価一覧表 個別原価明細表 個別原価元帳 

決算書 キャッシュフロー計算書 法人事業概況書（資料） 

青色申告決算書 減価償却 当座残高調整表 

消費税申告書 消費税内訳書 消費税集計表 

消費税試算表 消費税申告書修正  

損益分析シミュレーション 月次比較損益構成グラフ 3 期比較損益構成グラフ 

3 期比較科目別推移グラフ 3 期比較経営分析表 総合比較損益計算書 

予実対比損益計算書 月次比較財務諸表 3 期比較財務諸表 

部門比較財務諸表 支店比較財務諸表 資金繰実績表 

全科目データ出力 勘定科目内訳書  

 

 

パケットライトについて 

 

CD-R などの光ディスクへ記録する書き込み方式の一つです。USB メモリやハードディスクなどにファ

イルをコピーするのと同じ感覚で光ディスクへデータを書き込みますので、デジタル帳簿作成の保存

先として直接 CD-R などを指定することができます。 

Vista 以降の Windows には標準機能として搭載されています。 
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デジタル帳簿作成ウィザード（ＣＤ－Ｒへ作成） 

※Windows7 の場合の処理手順です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①空の CD-R をドライブに挿入します。[自動再生]

画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

② [ディスクの書き込み ]画面が表示されます。

「USB フラッシュドライブと同じように使用する」を

選択し、「次へ」を押します。 

 

※必要に応じてディスクのタイトルを入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

③CD-R へ直接書き込むための準備（フォーマット）

が始まります。 
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④フォーマットが終わると[自動再生]画面に戻りま

す。右上の「閉じる」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

⑤デジタル帳簿作成メニューを開きます。「次へ」を

押します。 

 

 

 

 

 

 

 

⑥デジタル帳簿の保存先を指定します。「参照」ボ

タンを押し、CD ドライブを指定します。 

 

 

※CD ドライブを指定するとメッセージが表示されま

す。「OK」を押して閉じます。 
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⑦保存先を確認し「次へ」を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧参照時に必要となるパスワードを設定し「次へ」

を押します。 

 

 

 

 

 

 

 

⑨保存先・パスワードを確認し問題がなければ「開

始」を押します。デジタル帳簿作成が開始されま

す。 

 

 

 

 

 

 

⑩完了メッセージが表示されます。 
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デジタル帳簿の参照方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①作成したデジタル帳簿 CD をドライブに挿入しま

す。[自動再生]画面が表示されます。 

「taczview.exeの実行」を選択します。 

 

※自動再生画面が表示しない場合は、エクスプロ

ーラから CD ドライブを開き、taczview.exe を実行

してください。 

 

 

 

②[パスワードの確認]画面が表示されます。作成

時に指定したパスワードを入力し「OK」を押しま

す。 

 

 

 

 

 

③デジタル帳簿画面が表示されます。 

 


	決算処理
	5-1 決算書
	5-2 キャッシュフロー計算書
	5-3 一括印刷
	5-4 法人事業概況書（資料）
	5-5 青色申告決算書
	5-6 減価償却
	5-7 当座残高調整表
	5-8 翌年度更新
	5-9 繰越残高調整
	5-10 期末一括税抜処理
	5-11 デジタル帳簿作成


